
方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぶ

伊

藤

瑞

叡

一

、
従
来
の
法
華
経
成
立
論
の
学
的
特
徴
は
如
何
？

　

こ
の
点
に
関
す
る
私
見
の
｛
｛
m
s
　
（
a
u
d
A
r
i
k
a
－
n
i
r
d
e
S
a
）
は
、
拙
著
『
法
華

経

成
立
論
史
：
法
華
経
成
立
論
の
基
礎
的
研
究
　
』
（
平
成
十
九
年
、
平
楽
寺

書
店
）
に
批
判
と
し
て
教
説
す
る
と
こ
ろ
を
略
説
（
切
a
m
a
s
a
l
n
°
）
し
、
更
に

図
式
化
し
て
要
説
（
s
a
m
k
s
e
p
a
－
n
．
）
す
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
。

D＝Dialektik

　These

拙
著
『
法
華
経
成
立
論
史
ー
法
華
経
成
立
の
基
礎
的
研
究
ー
』
に
お
け
る

従

来
の
成
立
研
究
に
対
す
る
批
判
を
要
約
し
て
示
す
と

先
行
（
の
）
要
素
（
に
）
還
元
（
し
て
）
分
析
（
す
る
）
手
法
／

　
　
　
　

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
‘
：
／

・
文
面
構
成
形
状
分
析
⊥
‥
爺
齢
鷲
籠
灘
錠
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ノ
ニ
　
　

’
〉
▼
構
成
諸
要
素
の
内
的
必
然
関
係
を
看
過
し
主
題
た
る
経
体
の
理
念
的

　
意
趣
を
無
視
す
る

・

▼

論
証
方
式
は
形
式
論
理
学
上
の
虚
偽
論
に
お
け
る
研
究
法
・
統
整
法

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
）

Syntllese　＜一一一一一一一一　，Sntithese

　
右
の

図
式
の
中
、

『
法
華
経
成
立
論
史

A
n
t
i
t
h
e
s
e

的
研
究
」

中
の
研
究
は
o
Q
＜
巨
｝
宗
ひ
o

　
　
　
　

従
来
の
諸
研
究
は
昌
完
c
。
Φ
（
定
立
）
に
位
置
し
、
拙
著

　
　
　
　
（
＝
－
法
華
経
成
立
の
基
礎
的
研
究
）
』
で
の
批
判
的
研
究
は

　
（
反
定
立
）
に
位
置
す
る
。
そ
し
て
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎

（
平
成
十
六
年
、
平
楽
寺
書
店
）
と
、
余
の
そ
の
後
の
拙
論
と
続
行

　
　
y
n
t
h
e
s
e
　
（
止
揚
総
合
）
に
位
置
す
る
、
と
比
定
す
る
。

九



法
華
文
化
研
究
二
4
5
．
．
．
ト
L
号
〕

二
、

　Synthese
（
仏
教
占
典
学
）
1

Antithese　　‘
　　　　　　‘　　　　　These（既成仏教学）（批判仏教学）

D＼｝　　　’

　／
／Nα9・2

か

く
し
て
新
研
究
の
可
能
な
る
観
点
・
方
法
・
課
題
・
目
的
を

提
言
す
る

　
す

な
わ
ち
、
法
華
経
の
従
来
の
研
究
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
の
新
研
究
の
観

点
な
い
し
目
的
と
な
し
う
る
と
こ
ろ
と
、
そ
の
帰
結
を
要
約
し
、
も
っ
て
図
式

化

し
て
示
す
と
、
左
の
如
く
に
な
る
。

拙
著

『
法
華
経
成
立
論
史
』
の
示
す
観
点
・
方
法
に
よ
る
帰
結

　

ー
‘
従
来
の
諸
説
　
　
／
第
一
次
段
階
・
既
成
仏
教
学

　
　
Φ
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
説
（
長
行
先
行
偶
頒
次
集
説
）
②
ケ
ル
ン
説
（
偶
頒
原
形
長
行
後
加
説
、
’
．
十
1
品
古
形
六
品
後
分
説
）
③
常
盤
大
定
説
（
前
．
、
十
一
品
中

　
　
十
品
第
一
段
落
・
方
便
乃
至
人
記
八
口
㎜
第
一
次
説
）
山
松
本
文
三
郎
説
（
長
偶
具
備
本
体
説
、
．
，
十
一
品
原
形
・
六
品
後
世
添
加
説
）
5
木
村
泰
賢
説
二

　
　
経
二
段
構
成
説
）
⑥
宇
井
伯
寿
説
（
原
形
一
、
十
1
品
説
）
の
和
辻
哲
郎
説
（
作
品
構
造
論
・
短
期
成
立
可
能
説
）
⑧
本
田
義
英
説
（
．
一
卜
一
品
原
始
分
・
六

　
　
品
後
分
説
）
⑨
布
施
浩
岳
説
（
三
類
構
成
四
期
成
立
説
）
⑩
山
川
智
応
説
（
一
一
処
三
会
構
想
完
成
形
態
説
・
説
相
対
応
寿
量
品
中
心
説
）
仙
塩
田
義
遜
説

　
　
C
l
’
段
三
期
成
立
説
・
宝
塔
品
証
前
起
後
説
）
0
2
ヒ
田
勝
弥
説
（
偶
文
に
関
す
る
．
．
U
語
学
的
考
察
）
⑬
占
田
龍
英
．
況
（
原
形
懐
疑
説
・
群
品
集
成
原
形
説
）
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿

　
　
渡
辺
楳
雄
説
（
勝
天
工
般
若
経
・
首
樗
厳
三
昧
経
先
行
説
〕
O
中
村
　
．
兀
説
〔
法
華
経
成
立
上
ド
限
推
定
説
・
社
会
基
盤
推
定
根
拠
説
）
頂
鈴
木
宗
忠
説

　
　
（
占
層
新
層
原
始
分
・
六
品
同
類
附
加
分
説
）
⑪
横
超
慧
日
説
（
原
始
八
品
増
補
余
品
説
）
脚
紀
野
．
義
説
（
根
本
抽
出
仮
定
説
・
中
核
部
分
原
始
法
華
経
説
・

　
　
．
．
．
類
構
成
説
）
脚
岩
本
　
裕
説
（
四
期
成
立
説
）
⑳
川
村
芳
朗
説
（
．
二
類
．
．
．
期
成
立
説
）
⑳
静
谷
正
雄
説
（
同
時
成
立
動
向
説
）
㎝
藤
田
宏
達
説
（
．
八
品
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
ン
　
　
　
コ

　
　
一
段
階
山
ー
核
説
）
　
⑳
仲
x
谷
・
r
i
t
彦
説
　
（
．
、
：
＿
：
E
¢
機
的
結
人
パ
説
・
原
初
‥
的
法
華
経
．
．
L
ー
い
加
皿
説
・
嘱
累
什
訳
〃
経
山
∴
移
〔
汀
入
珊
）
　
四
渡
辺
昭
川
巾
仏
w
況
　
〔
法
三
百
い
、
兀
来
ル
広
師
川
工
m

　
　
物

説
）
四
平
川
　
彰
説
（
一
定
期
間
成
立
過
程
説
）
巴
θ
勝
呂
信
静
m
s
i
　
（
1
1
十
七
品
同
時
成
立
説
）
四
塚
本
啓
祥
説
（
法
華
経
担
い
手
実
体
推
定
説
）
胞
井
本

　
　
勝
幸
説
（
成
立
時
代
地
域
作
者
直
接
推
定
説
）

各
学
説
（
痴
こ
比
較
（
し
て
幾
つ
か
の
類
型
に
区
分
し
）
批
判
（

従
来
の
諸
説
中
、
2
8
種
の
成
立
論
を
批
評
研
究
の
対
象
と
し
て
分
析

・

　
〔
第
十
一
図
〕

　
　
算
，
次
段
階
・
批
判
仏
教
パ
．
r

原
典
総
合
分
x
5
　
（
＝
分
化
統
合

分

析
・
解
体
↓
総
合
・
創
造
）

／

第
二
．
次
段
階
・
仏
教
占
典
μ
．
王
・

反
立
す
る
相
異
を
明
確
に
し
各
々
の
正
当
な
権
利
を
認
め
て
総
合
）
（
す
る
）

（
解
体
）
1
1
総
合
〔
創
造
）
判
断
し
評
価
規
準
を
明
．
小
し
て
批
判
評
定
す
る

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
図
　
A
・
B
・
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

V

二

品
一
対
相
依
関
係
・
法
華
経
と
妙
法
　
　
　
の
関
係

〔第
十
一
一
図
〕
法
華
経
原
典
構
造
機
能
分
析
総
合
解
明
図
・
二
十
八
品
定
期
間
集
成

一
定
期
間
段
階
集
成
の
構
造
機
能
根
本
原
理

（
＝
集
成
・
制
作
・
編
成
）
説

’
A



　

な
お
、
こ
の
図
解
（
拙
論
「
法
華
経
研
究
の
新
方
法
序
説
」
）
の
中
、
従
来

の

諸
研
究

弓
ぎ
切
o
の
区
分
域
に
あ
っ
て
、
し
か
も
T
h
e
s
o
　
S
傾
向
を
代
表
す

る
研
究
成
果
、
そ
れ
は
布
施
浩
岳
説
（
三
類
構
成
四
期
成
立
説
）
・
横
超
慧
日

説

（
原
始
八
品
増
補
余
品
説
）
で
－
g
り
、
　
A
n
t
i
t
h
e
s
e
　
Q
傾
向
を
代
表
す
る
研

究
成
果
、
そ
れ
は
和
辻
哲
郎
説
（
作
品
構
造
論
・
短
期
成
立
可
能
説
）
・
山
川

智
応
説
（
二
処
三
会
構
想
完
成
形
態
説
）
で
－
g
り
、
　
S
y
n
t
h
e
s
e
　
g
傾
向
を
代

表
す
る
研
究
成
果
、
そ
れ
は
平
川
彰
説
（
一
定
期
間
成
立
過
程
説
）
・
勝
呂
信

静
説
（
二
十
七
品
同
時
成
立
説
）
で
あ
る
、
と
筆
者
は
見
る
。

三
、
新
研
究
の
観
点
な
い
し
方
法
に
関
す
る
分
析
の
概
要

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
従
来
の
諸
研
究
と
対
比
し
て
、

と
こ
ろ
を
図
式
化
す
る
と
、
左
の
如
v
に
な
る
。

拙
著
拙
論
の
提
示
す
る

Antithese

I
D
　
／
T
h
e
s
e
　
　
　
　
l

No　10

批仏
判教
仏学

学第
　茨

　　　　　　曙霧‘豊拙　　　　　　；教一2i三｜著教のL－一　　　　　　索学対饗・元

段
階1

　　象次経　　v段

警舗
　　　‘　払
冨　1局冊

も　iの
≡　　示

÷‘す

拙
著
・
拙
論
の
示
す
研
究
の
観
点
・
方
法
・
課
題
・
目
的
に
関
す
る
分
析
の
概
要
は
、
左
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－］

口
分
化
を
批
判
し
統
1
を
媒
介
と
し
統
合

　
　
を
も
っ
て
総
合
〔
．
創
造
）
へ
向
う
．
‘
．

［
劇鱈
引
M
…
i
s
c
h
）
　
＄
究

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

方
法

（M
e
t
h
o
d
っ
）

（先

行
）
萎
還
元
○
煙
旦

　
　
文
面
構
成
の
形
状
分
析
に
停
滞

　
　
全
体
分
化
に
よ
る
成
立
時
差
の
推
定

　
　
結
構
解
体
に
よ
る
構
成
関
係
の
看
過

　
　
論
理
構
造
・
理
念
邑
趣
の
無
視

’

｜
形
式
論
理
学
上
の
論
証
誤
謬

　
　
三
c
ご
善
つ
（
・
今
豆
等
の
傾
向
あ
り

（必
然
）
構
造
機
能
分
析
手
法

－
」
隆
ほ
的

（ぺ
n
”
E
I
Y
．
　
O
．
三
コ
ニ
）
拾
l
）
e
c
u
l
a
t
i
o
n

（先
．
大
的
理
性
的
）

分
v
a
　
（
＝
解
釈
）
判

断
（
　
機
械
論
的
分

析
に

よ
る
分
化
）
を

基
本
と
す
る
解
体
的

分
析
解
明
研
究

（
後
天
的
経
験
的
）

総
合
（
1
1
拡
充
）
判

断
（
　
日
的
論
的
統

合
に
よ
る
総
人
巳
を

基
本
と
す
る
統
合

（
1
批
判
）
的
分
析

解
明
研
究

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
　

（
そ

の

全
部
）

諸
学
説
比
較
批
判

（
従

来
の
諸
学
説
を
系
年
順
に
批
判

の

対
象
と
し
分
析
し
分
類
し
総
合
し

私
見
を
随
所
に
提
示
も
し
要
説
す
る
）

（
そ
の
一
部
）

〔第
十
一
図
〕
法
華
経
原
典
総
合
分
析

（
＝
分
化
統
△
口
）
図
1
6
B
：
’
9
／
］

釘
爾
劉

拙
　
著

『
法
華
経
成
立
論
史
ー
法
華
経

成
立
の
基
礎
的
研
究
－
』

（平
成
1
9
年
、
．
平
楽
寺
書
店
）

『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』

（平
成
1
6
年
、
．
平
楽
寺
書
店
）

二

一



SVIIthpse

　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
．
、
．
卜
亡
号
）

仏

教
学
の
第
二
次
段
階

仏
教
古
典
学

（
仏
教
学
の

第
三
次
段
階
は

組
織
仏
教
学
と
な
る
）

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　

　
　
　
　

1←

第
三
次
段
階

組

織
仏
教
学

原
典
解
明
学
的
手
法

X
・
X
．
a
s
　
i
t
　
t
　
e
i
g
e
n
t
］
i
t
．
h
　
S
，
　
；
a
d
d
h
m
’
n
m
‘
I
i
．
？

　
－
義
理
構
成
の
構
造
分
析
に
よ
る

‘
誘
竃
鷲
析
に
よ
こ

　

　
理
念
的
意
趣
の
究
明

［
網
諒
（
⊃
c
三
…
°
二
拾
…

方
法
論
的
三
＝
三
一
（
×
一
つ
l
o
R
’
i
t
　
（
・
h
）
　
＄
究

統

合
の
観
点
よ
り
批

判
に
よ
る
先
天
的

（
＝
論
理
的
数
学
的
）

総
合
（
　
実
証
的
経

験
的
）
判
断
を
基
本

と
す
る
分
析
即
総
合

（
＝
創
造
）
的
解
明

研
究

〔
そ

の
．
要
占
ご

〔第
十
二
図
〕
法
華
経
原
典
分
析

総
△
、
解
閨
L

妙
法
の
構
造
機
能
の
体
系
1

．

品
．
対
相
依
の
関
係
‘
1
‘

　
一
定
期
川
段
階
集
成
　
　
‘
‘

構
造
機
能
根
本
．
原
理

縁
起
法
頒
　
常
住
此
説
偶

　
、
、
、
7

・
体
系
学
的
1
1
方
法
論
的
研
究

二

二

ヨ
　
　
　
　
　
　

『
法
華
経
思
想
の
総
合
的
研
究
』

（
［
ド
、
執
筆
中
、
過
半
欄
筆
）

　
＊
三
一
三
　
▼
s
．
　
o
　
w
h
a
t
　
’
w
h
．
v

に

対
応
し
う
る
原
典
解
明
学

を
指
向
し
試
行
す
る

　
四
、
し
か
ら
ば
↓
ゴ
Φ
ω
Φ
と
し
て
の
既
成
仏
教
学
の
諸
成
立
論
に
対

　
　
　
－
I
m
t
〈
b
、
　
A
n
t
i
t
h
e
s
e
と
し
て
の
批
判
分
析
的
に
し
て
統
合
解
明

　
　
　

的
な
る
研
究
と
は
如
何

　

こ
れ
は
拡
充
判
断
を
基
本
と
し
て
構
造
機
能
分
析
手
法
を
も
っ
て
す
る
．
。

　
，
V
　
S
　
A
n
t
i
t
h
e
s
e
な
る
新
研
究
の
志
向
性
の
一
部
に
し
て
要
結
す
る
と
こ

ろ
を
図
式
化
し
て
示
す
と
、
拙
論
「
法
華
経
研
究
の
新
方
法
序
説
」
の
中
、

［iK
L
　
l
図
〕
原
典
総
合
分
析
（
ー
分
化
統
合
）
図
A
・
B
・
C
の
如
く
に
な

る
．
、
分
析
・
総
合
の
観
点
・
方
法
の
略
説
は
別
論
に
ゆ
ず
る
。



　
五
、
　
S
y
n
t
h
e
s
e
と
し
て
の
論
理
実
証
的
に
し
て
分
析
即
総
合
的
な

　
　
　

る
研
究
と
は
如
何

　
こ
れ
は
先
験
的
（
U
体
系
的
）
判
断
を
基
本
と
し
て
構
造
機
能
分
析
を
も
っ

て

す
る
原
典
解
明
学
的
研
究
で
あ
る
。

　
そ

の

目
的
は
前
記
の
原
典
分
析
図
に
お
け
る
未
解
明
の
三
角
形
の
頭
頂
に
位

置
す

る
総
相
（
a
n
g
a
）
に
し
て
上
位
概
く
”
4
　
（
S
u
p
e
r
o
r
d
i
n
a
t
e
　
c
o
n
c
e
p
t
）
な

る
X
の
何
た
る
か
、
そ
の
a
s
相
　
（
u
p
a
r
i
g
a
）
に
し
て
下
位
概
念
（
ひ
已
げ
o
己
7

n
a
te
　
c
o
n
c
e
p
t
）
　
0
基
本
の
何
た
る
か
、
両
者
の
必
然
的
関
係
の
何
た
る
か

（
こ
れ
を
も
X
と
記
号
す
る
）
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
六
、
原
典
解
明
学
的
研
究
に
は
東
西
の
研
究
理
論
の
示
唆
す
る
可
能

　
　
　

な
る
観
点
と
方
法
を
総
合
的
に
適
用
す
る
必
要
も
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そ
の
研
究
理
論
の
示
唆
す
る
可
能
な
る
観
点
と
方
法
と
は
、
総
合
す
る
と
、
左
の
如
し

・

　
u
p
a
d
o
“
．
　
｝
t
と
之
笥
；
ゾ
呂
三
と
に
お
け
る
六
相
に
よ
る
分
析
（
解
体
）
ー
a
s
相
　
（
u
p
8
t
h
g
a
）

＝
　
s
c
相
　
（
a
h
g
a
）
　
e
s
c
’
合
（
創
造
）
を
も
っ
て
す
る
ー
　
　
　
　
ー

・

実
証

的
相
対
主
義
と
普
遍
的
絶
対
主
義
と
を
結
合
す
る
（
　
客
観
的
個
別
的
な
事
実
と

主
観
的
普
遍
的
な
理
念
と
を
結
合
し
て
認
識
す
る
）
総
合
的
歴
史
主
義
的
な
る
‘

・

解
釈

的
分
析
と
拡
充
的
総
合
と
を
結
合
す
る
批
判
に
よ
る
先
天
的
論
理
実
証
的
、

総

合
判
断
を
も
っ
て
す
る
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

訂
的
関
係
法
則
を
発
見
す
る
科
学
的
実
証
的
な
る
…

．

洞
察
的
理
解
に
よ
る
総
ム
ロ
を
も
っ
て
す
る
目
葎
的
並
日
遍
化
を
も
た
ら
す
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
）

No．／ 　．2　：Da．〈ablu－nnik“a－s　lltra、　DαSαb’疋疫η〕iko－i’yδkhya－na、

SadctharmaPttr．i（1．arlka－s＿　a．tra－ut）θdeSα，

T．：Ernst　Troeksch、

K，：Immalluel　Kant．

C．　：：Xugust　（：’Olnte．

ST．：Systematic　Theology．

D，：Wilhelm　Dilthey．

Y，：YANIAZAKI　Shoichi

H．：ThOInas　Hobbes．
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法
華
文
化
研
究
（
第
一
．
一
十
七
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ト
酷
趨
妥
当
性
へ
の
要
求
を
も
っ
て
有
機
的
特
質
を
実
証
的
に
把
握
し
論
副
的
に
分
析
し
て
、

そ

れ
の

統
一
的
機
能
を
解
明
す
る
精
神
科
学
的
な
る

・

体
系
を
構
成
す
る
方
法
と
な
る
原
理
を
、

そ

の
構

造
■

機

能
を

分
析
l
l

総
合
し

解
明

す
る

ノ／

／

／

ト鵠
果
事
象
を
推
理
す
る
分
析
認
剛
と
類
根
劃
推
理
引
総
合
認
識
と
を

　
合
理
的
に
統
合
す
る
「
構
造
・
機
能
1
1
分
析
（
1
1
総
合
）
」
を
な
す
解
明
学
的
な
る

［；
方
竃
三
て
言
語
分
析
引
塗
」
も
含
意
す
劇
農
劉
的
研
究
劉
で
あ
る

l四

七
、

し
か
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
示
唆
す
る
可
能
な
る
研
究
の
課
題
と
目

的
と
は
何
か

　
そ

れ
ら
を
批
判
し
総
合
し
て
、

化

し
て
示
す
と
、
左
の
如
し
。

　／
N〔），3．1、3・2

法

華
経
の
原
典
解
明
に
適
用
し
簡
明
に
図
式

可
能

な
る
研
究
の
課
題
と
目
的
と
は

　

・
法
華
経
集
成
の
根
本
原
理
）
、
卿
根
本
概

そ
れ
の
体
系
構
造
（
・
一
一
つ
の
随
宜
所
説
意

・

証
の

三
義
）
、
⑤
実
践
哲
学
（
・
菩
薩
行

「

ヨ
①
－
σ
颪
君
π
①
の
体
系
）
、
⑥
理
念
（
・
如

習
巴
、
　
C
r
意
趣
（
・
一
i
1
e
x
　
e
k
a
　
b
u
d
d
h
a
－

No．5．1．5．2．

　　COmte

No．3・1，3・2，

Hobbes

No．7・1、7・2．

Tropltsぐh

yan
a
）

と
は
何
か
／

　
‘
　
　
　
：
　
　
　
／

　

を
解
体
的
分
析
と
創
造
的
総
合
と
を
合
理
的
推
理
を
も
っ
て
統
合
し
て
脚
命

　
題

（

↓
仏
’
法
・
菩
薩
は
：
・
…
で
あ
る
）
の
連
関
体
系
と
し
て
論
理
実
証
的

　
に
解
明
す
る
こ
と
　
　
‘
で
あ
る
．
、

イ
神
的
存
在
者
（
・
仏
’
菩
薩
）
、
ロ
内
的
存
在
者
（
－
仏
知
見
ご
芸
鋤
ξ
（
ぷ
7

言
M
ご
一
㌣
ユ
三
、
雪
】
三
・
如
来
性
富
↓
ゴ
冶
③
富
↓
く
③
）
、
ハ
．
実
効
的
関
係
法
則
（
：
・
構

造
・
理
念
・
原
理
・
生
滅
の
道
理
三
〔
一
し
を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
理
実
証
的
に
解
明

す

る
こ
と
ー
　
で
あ
る
，

1
一
如
何
な
る
歴
史
的
個
別
的
存
在
（
．
・
法
華
経
）
に
ー
i
l
．
．
‘

2
如
何
な
る
普
遍
的
妥
当
的
存
在
（
－
S
a
d
d
h
a
r
m
a
）
が
‘
．
　
．
i
－
‘

一

3
如
何
な
る
体
系
的
構
造
〔
↓
妙
法
の
二
意
、
教
行
証
の
1
i
］
w
w
）
を
も
っ
て
ー

一

4
如
何
な
る
機
能
（
・
畢
寛
住
一
乗
1
1
令
衆
生
仏
知
見
道
）
を
　
　
‘
‘

・

5
一
如
何
（
‘
・
唯
l
の
合
目
的
・
t
y
　
e
E
f
f
　
e
k
a
－
p
r
a
y
o
j
a
n
a
＝
令
入
於
仏
道
の

　
も
と
）
に



　
　

6
如
何
な
る
も
の
（
ー
縁
起
法
頒
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
生
滅
の
道
理
な
る

の｛

由

　
as

m
p
　
p
r
a
t
i
t
y
a
－
s
a
m
u
t
p
a
d
a
）
を
根
本
原
理
と
し
て
　
”
　
　
　
‘

蕊闇よ
已
三
顛
相
依
の
占
ユ
体
楕
渇
環
運
動
の
如
く
に

　
　
　

構
成

さ
れ
て
い
る
か
を
論
理
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
　
ー
で
あ
る
．

　Hobbes．

11　　10
一

7
如
何
な
る
相
存
在
（
・
二
品
一
対
相
依
の
重
層
円
還
運
動
）
と
し
て
構
成

　
さ
れ
て
、

釦
イ
如
何
な
る
神
的
存
在
者
の
あ
り
う
る
命
題
（
ー
仏
’
法
・
僧
）
の
連
関

　
体
系
と
し
て
あ
る
の
か
を
論
理
実
証
的
に
解
明
す
る

九
、
そ
の
課
題
・
目
的
を
原
典
解
明
学
的
に
研
究
せ
し
も
の

八
、
そ
れ
を
批
判
し
総
合
し
要
約
す
る
と

　
　
前
図
を
批
判
し
て
総
合
し
要
約
す
る
と
、
左
の
如
し

f
・
歴
史
的
個
別
的
存
在
と
し
て
の
山
事
物
な
る
法
華
経
（
S
a
d
d
h
l
p
°
）
に
、

2
普
遍
的
妥
当
的
な
る
存
在
を
示
す
ぽ
根
本
概
念
な
る
c
。
o
ユ
α
」
①
「
∋
③
が
、

一

〇

そ
れ
の
如
何
な
る
実
効
的
関
係
法
則
と
し
て
の
3
ゆ
体
系
構
造
（
構
造
・

　
機
能
を
も
つ
体
K
S
K
　
）
　
（
　
－
・
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
g
　
1
　
1
　
0
　
g
随
宜
所
説
意
趣
o
③
ヨ
ー
－

　
d
h
a
－
b
h
s
s
y
a
　
’
教
・
行
・
証
の
I
I
l
r
c
　
e
t
e
．
）
を
も
っ
て
、

、

4
如
何
な
る
機
能
（
ー
令
三
衆
生
入
一
一
仏
知
見
道
一
1
1
畢
寛
住
二
一
乗
二
を
、

5
一
如
何
な
る
目
的
（
・
令
レ
入
H
於
仏
道
一
A
J
い
i
o
　
e
k
a
－
p
r
a
y
o
j
a
n
a
）
　
g
も

　
と
に
、

一

ロ

如
何
な
る
内
在
的
存
在
者
（
‘
’
仏
知
見
1
1
如
来
性
冨
芸
鋤
Q
o
↓
2
く
①
）
を

　
も
つ
、

　
　
　
　
　
イ
　
デ
　
ア

CC
D
）
如
何
な
る
理
念
（
‘
↓
如
来
寿
量
1
1
｛
G
“
r
a
　
F
（
－
滅
　
s
a
d
a
　
s
t
h
i
t
a
　
a
p
r
a
n
i
v
r
t
a
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
デ
ア
　
ル

　
へ
の

m
如
何
な
る
意
趣
（
ー
一
く
．
w
w
　
e
k
a
－
b
u
d
d
h
a
－
y
a
n
a
）
を
含
意
す
る
、

⑤
如
何
な
る
実
践
哲
学
（
↓
菩
薩
l
：
　
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
a
＝
法
師
の
体
系
）

　
と
し
て
、

②
如
何
な
る
も
の
（
1
・
生
滅
の
道
理
な
る
縁
起
と
い
う
甚
深
法
）
を
、
法
華

　
経
集
成
の
原
因
と
な
る
⑥
根
本
原
理
と
し
て
、

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
）

　
そ

れ
は
、
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
（
平
成
十
六
年
、
平
楽
寺

書
店
）
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
妙
法
の
理
念
的
意
趣
を
論
理
実
証

的
に
究
明
す
る
仏
教
の
原
典
解
明
学
と
し
て
の
古
典
研
究
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

［
卵－

霞
題
の
研
究
］

　　　　　

［

　
　
　
　

第
一
章
　
華
厳
十
地
経
よ
り
見
た
る
法
華
経
の
経
題

　
　
　
　

IK
I
　
l
e
u
t
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
p
u
r
p
d
a
r
l
k
a
　
g
原
意
語
義

ん
弔
三
扁
墓
経
の
。
。
江
q
T
①
、
∋
。
昭
究
⊥

第
一
章

第
二
章

第
三
章

比
較
経
典
学
よ
り
見
た
る
○
。
芦
合
零
日
①
の
三
義

方

便
品
に
お
け
る
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
g
意
義

－
S
a
ヨ
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
l
e
k
a
　
b
u
d
d
h
a
－
y
a
n
a

如
来
寿
量
品
に
お
け
る
o
力
且
合
㏄
「
日
①
の
意
義

－
S
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
O
y
a
＝
t
a
t
h
a
Q
a
t
．
a
y
u
O
－
p
r
a
m
a
n
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l
s
a
d
a
　
s
t
h
i
t
a
　
a
p
a
r
i
n
i
r
v
r
t
a
－

1五



法
華
文
化
研
究
（
第
．
．
．
十
L
号
〕

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

Sa
日
d
h
A
－
b
h
f
i
＄
y
a
　
g
語
義
概
念
と
関
係
構
造

如
来
神
力
品
に
お
け
る
ω
③
ヨ
ユ
コ
甲
σ
ゴ
ぽ
く
①
の
語
義
解
釈

（
1
1
釈
名
巳
巨
穴
ご
）

如
来
神
力
品
に
お
け
る
c
。
①
ユ
穿
①
「
∋
③
の
意
義
、
四
句
要
法

嘱
累
品
に
お
け
る
ω
①
○
ム
ゴ
①
「
∋
Φ
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
a
n
u
t
t
a
r
a
　
s
a
m
y
a
k
－
s
a
m
b
o
d
h
i
　
g
意
義

第
三
篇
　
法
華
経
の
菩
薩
行
の
研
究

牛　　　　ne　　　　ww　　　　F“ft’

弟弟弟果
四三ニー　　　　ニ　ニ　　　ニ　エ　　　ま

早早早早
久
成
の
釈
尊
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行

上
慢
の
四
衆
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行

法

師
の
体
系
と
の
関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行

N
［
r
w
1
l
l
　
（
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
a
）
な
る
成
語
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
示
さ
れ
る
そ
の
属
性
と
体
系

第
四
篇
　
法
華
経
の
諸
問
題
の
研
究

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
五
篇
　
結
論
に
か
え
て

　

．
第
＝
早

比

較
経
典
学
よ
り
見
た
る
一
乗
三
乗
説

仏
性
の
語
義
概
念
と
関
係
諸
語

仏
性
の
実
用
（
1
1
合
目
的
々
作
用
）

方
便
品
に
お
け
る
仏
種
従
縁
起
の
原
意
語
義
と
漢
訳
概
念

如
来
寿
量
品
に
お
け
る

　
　
　
　
如
来
秘
密
神
通
之
力
の
語
義
概
念
と
漢
訳
概
念

　
　
．
－
　
」

法
華
経
神
力
嘱
累
付
嘱
考

i
法
華
経
に
お
げ
る
仏
と
法
と
菩
薩
と
の

第
一
．
章

l六

　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
（
一
連
関
体
系
）

法
華
経
p
工
巨
噸
仁
緬
づ
o
再
考

i
そ
の
体
系
、
す
な
わ
ち
そ
の
主
体
と
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
・
作
用
に
つ
い
て

十
、
そ
し
て
、
研
究
の
課
題
・
目
的
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
如
何

　
以
上

の

研

究
理
論
の
要
結
を
も
っ
て
従
来
の
諸
研
究
と
筆
者
の
研
究
の
積
分

的
経
験
と
を
照
合
せ
し
め
る
と
、
左
の
如
し
。

　　／／

／／
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そ
の
研
究
理
論
の
示
唆
す
る
可
能
な
る
研
究
の
課
題
と
目
的
と
は

引

（
菩
薩
σ
o
α
三
器
口
く
。
・
〈
’
c
a
r
y
a
〉
思
想
と
い
う
）
史
的
特
殊
の
肋

　
（
　
“
U
　
S
－
　
d
h
a
r
m
a
－
b
h
a
r
p
a
k
a
　
G
　
t
S
系
と
い
う
）
思
想
的
空
間
と
‘

㎜

（
妙

法
ω
①
合
ゴ
o
「
∋
①
と
い
う
）
絶
対
普
遍
の
加
（
随
宜
所
説
意
趣

　
S
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
と
い
う
）
思
想
知
見
と
ー
‘
：
　
　
‘
‘

　
　
を
条
件
と
し
て
／

　
．
　
　
　
　
．
－
／

　　

［
　
　
甲
（
生
滅
の
道
理
な
る
縁
起
O
「
③
葺
く
？
ω
①
∋
c
9
鋤
α
①
と
い
う
）

　
　

絶
対
的
原
理
の
も
と
に
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

［？
妙
経
三
品
一
対
相
依
と
妙
法
2
一
意
趣
゜
教
行
証
の
三
義

　
　

と
い
う
）
構
造
を
も
っ
て
／

　
　
　
　
　
　
　

　
‘
．
－
　
／



（
畢
寛
住
二
一
e
x
l
　
’
令
レ
入
二
於
仏
道
一
な
る
唯
一
の
合
n
的
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
．
一

十
一

、

し
か
ら
ば
、
仏
教
古
典
学
に
お
け
る
原
典
解
明
学
的
方
法
と

し
て
の
構
造
・
機
能
n
分
析
（
n
総
合
）
と
は

　
構
造
・
機
能
1
1
分
v
a
　
（
＝
総
合
）
と
は
、
戦
後
の
社
会
科
学
の
一
大
業
績
と

い

わ
れ
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
で
い
う
構
造
・
機
能
‖
分
析

（
S
t
r
u
c
t
u
a
l
－
F
u
n
c
t
i
o
n
a
l
　
A
n
a
i
y
s
i
s
＝
S
F
A
，
）
を
適
用
し
て
の
こ
と
で
も
あ

る
。
筆
者
は
巳
に
こ
れ
を
、
仏
教
学
の
原
典
解
明
（
の
）
学
に
お
け
る
、
思
想

内
容
の
論
理
的
構
造
、
そ
れ
の
機
能
で
あ
る
理
念
的
意
趣
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
分
析
‖
総
合
す
る
方
法
と
し
て
、
多
少
の
改
変
を
加
え
て
、
し
ば

し
ば
適
用
試
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
す

な
わ
ち
筆
者
の
使
用
す
る
私
流
の
○
。
『
〉
°
と
は
、
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
を

適

用
し
て
、
解
体
的
分
析
に
よ
り
分
析
（
目
解
釈
）
判
断
を
も
っ
て
構
造
を
解

明
し
、
統
合
的
分
析
に
よ
り
総
合
（
‖
拡
充
）
判
断
を
も
っ
て
機
能
を
解
明
し

て
、
両
者
に
対
す
る
批
判
に
よ
り
先
天
的
（
論
理
実
証
的
）
総
合
判
断
を
も
っ

て

⑥
体
系
を
解
明
す
る
、
と
い
う
手
法
と
し
て
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
は
原
典
解
明
学
に
お
け
る
、
義
理
構
成
の
構
造
分
析
に
よ
っ

て

論
理
的
構
造
を
明
証
し
、
意
趣
構
成
の
機
能
分
析
に
よ
っ
て
理
念
的
意
趣
を

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
）

究

明
す
る
、
と
い
う
手
法
に
相
応
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
構
t
〉
〈
S
e
的
　
（
s
y
n
t
a
k
t
i
s
c
h
）
と
語
用
論
的
（
苫
o
σ
q
己
P

ti
sc
h
）
と
意
味
論
的
（
°
・
。
∋
o
己
ご
ひ
合
）
と
の
諸
関
係
に
分
析
し
て
三
次
元
の

関
係
に
類
似
す
る
言
葉
の
現
象
の
全
体
と
し
て
総
合
す
る
、
と
い
う
言
語
分
析

の
手
法
に

も
相
応
す
る
で
も
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
法
華
経
の
研
究
に
は
、
ボ
ヘ
ン
ス
キ
－
博
士
の
云
う
真
摯
に
し

て

訓
練
さ
れ
た
哲
学
的
思
考
を
も
っ
て
す
る
冷
静
な
研
究
が
要
請
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
簡
約
し
て
図
式
化
す
る
と
、
左
の
如
し
o

，

－
じ



法
華
文
化
研
究
（
第
．
卜
L
号
一

八

十
二
、
原
典
解
明
学
と
し
て
の
構
造
機
能
分
析
の
事
例

　
そ

れ
は
左
の
如
く
で
あ
る
．
。

　
拙
論

「
法
華
経
に
お
け
る
妙
法
（
S
a
d
d
h
a
r
m
a
）
の
概
念
作
用
（
。
o
コ
。
Φ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ti
o
n）

　
g
構
造
機
能
分
析
　
1
そ
の
図
式
的
解
明
1
」
（
平
成
2
1
年
、
『
法
華
文

化
研
究
』
第
3
5
号
所
収
）

〔第
一
図
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
g
三
義
の
概
念
（
8
コ
完
耳
）

「S
m
e
l
I
図
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
と
そ
の
属
性
を
示
す
諸
用
例
と
の
必
然
的
関
係

〔S
K
I
I
I
図
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
三
義
の
内
的
関
係

「
v
a
四
p
m
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
g
同
義
異
語

「第
五
図
〕
ω
ロ
カ
①
合
冨
「
己
㏄
の
語
義
概
念
を
構
成
す
る
属
性
用
語
の
内
的

　
関
係
、
②
、
③
、
④
r
　
c
l
｝

‘
〔
S
m
e
六
図
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
と
同
義
異
語
の
㏄
餌
唇
合
卿
げ
冨
宅
①
な
い
し
他

　
の

類
義
語
、
反
意
語
と
の
構
文
論
的
・
意
味
論
的
・
語
用
論
的
な
諸
関
係

　
x
“
－
S
a
d
d
h
a
r
m
a
＝
S
a
日
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
　
G
基
本
解
釈
構
造

〔第
六
図
ω
〕
司
、
②
川
、
③
・
ω
司
方
便
品
長
行
の
、

〔第
六
図
⑤
・
⑥
〕
村
方
便
品
重
頒
の
、
m
へ
警
喩
品
長
行
領
解
段
の
、
⑧

　
村
警
喩
品
重
頒
の
、
⑨
刊
薬
草
喩
品
の
、
住
0
川
五
百
弟
子
受
記
品
の
、
O

　
幻
法

師
品
長
行
の
、
0
2
川
勧
持
品
偶
頒
1
6
偏
の
、
⑬
引
安
楽
行
品
長
行
の

〔
第
七
図
ω
〕
の
如
来
寿
量
品
・
分
別
功
徳
品
の

「
第
八
図
〕
常
不
軽
菩
薩
品
に
お
け
る
略
法
華
経
に
お
け
る
S
a
d
d
h
a
r
m
a

　
の

構
造
機
能
分
析

「
第
九
図
〕
如
来
神
力
品
に
お
け
る
四
句
要
法
の
構
造
機
能
分
析

［第
」
r
図
〕
法
華
経
に
お
け
る
仏
法
僧
三
宝
の
必
然
的
関
係
　
（
－
連
関
体
系
）

「
第
十
一
図
〕
原
典
総
合
分
析
図
A
・
B
・
C

「第
十
二
図
〕
法
華
経
原
典
構
造
機
能
分
析
解
明
（
i
l
u
：
　
1
対
相
依
関
係
・

法
華
経
と
妙
法
の
関
係
）

拙
論

「
法
華
経
の

一
乗
思
想
三
乗
説
に
対
す
る
構
造
機
能
分
析
－
華
厳
十
地

に

お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
比
較
対
照
（
関
係
図
式
）
　
」
（
平
成

F
年
仏
償
相
心
学
A
云
『
佛
f
o
t
w
l
　
i
弟
＃
．
b
所
収
二

　

　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
．
．
、
分
析
の
方
法

　
　
三
、
華
厳
十
地
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
の
構
造
機
能
関
係
図
式

　
　
四
、
法
華
一
乗
に
お
け
る
一
乗
思
想
三
乗
説
の
構
造
機
能
関
係
図
式

　
　
五
、
華
厳
十
地
に
お
け
る
と
法
華
一
乗
に
お
け
る
と
の
「
一
乗
と
三
乗
と

　
　
　
の
関
係
」
の
比
較
対
照

　
か

く
し
て
、
こ
の
新
来
の
仏
教
古
典
学
の
原
典
解
明
学
的
方
法
に
よ
る
構
造

機
能

分

析
の
研
究
結
果
は
、
な
お
、
旧
到
の
組
織
仏
教
学
（
。
Q
穗
9
目
暮
六

Bu
ddhol
o
g
y
）
で
あ
る
天
台
教
学
・
日
蓮
教
学
の
成
果
に
対
し
て
比
較
研
究

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
第
三
次
段
階
で
あ
る
総
合
的
改
新

の

組
織
仏
教
学
の
学
的
地
平
が
開
発
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
　
す
て

十

三
、
已
に
示
し
た
原
典
解
明
学
の
観
点
と
方
法
と
は
、

　
　

立
論

を
解
明
し
う
る
か

法
華
経
成

　

こ
の
学
的
な
立
場
か
ら
、
筆
者
は
拙
著
『
法
華
成
立
論
史
』
の
〉
葺
言
ぎ
゜
。
。

所
論
を
前
提
と
し
て
、
法
華
経
の
成
立
に
つ
い
　
V
　
S
y
n
t
h
e
s
e
と
し
て
究
明
し

た

拙
論

は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
成
立
を
解
明
す
る
た
め
の
諸
問
題
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

拙
論

「
法
華
経
成
立
研
究
要
論
ー
－
定
期
間
段
階
集
成
説
　
」
（
平
成
2
0
年
、
『
仏

教
文
化
の
諸
相
　
坂
輪
宣
敬
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
」
所
収
、
『
法
華
学
報
』

第
＋
六
。
・
所
収
）
□

四三
　、　　　、 、　　　、

五
　、

問
題
の
所
在
と
観
点
・
方
法

基
礎

的
研
究
の
課
題
と
仮
説

成
立
の
実
状
を
示
唆
す
る
法
華
経
の
文
面
に
よ
る
仮
説

成
立
構
成
に
お
け
る
主
要
問
題
の
帰
結

‘
大
乗
仏
教
成
立
問
題

舎
利
塔
経
巻
廟
問
題

－
前
後
二
類
成
立
問
題

方
便
寿
量
相
依
問
題

：
提
婆
品
編
入
問
題

嘱
累
品
経
中
経
末
問
題

六

品
後
世
付
加
問
題

法
華
経
構
造
関
係
図
解

方
便
寿
量
相
依
問
．
題
を
論
し
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ふ
〔
伊
藤
一

　

二
品
一
対
相
依
関
係

…
法
華
経
に
お
け
る
妙
法
の
構
造

　
法
華
経
成
立
年
代
諸
説

　
法
華
経
と
妙
法
の
関
係

十

四
、
法
華
経
成
立
上
の
最
重
要
問
題
で
あ
る
方
便
寿
量
相
依
問
題

　
以
上
の

拙
論
に

お
い
て
法
華
経
の
成
立
を
追
求
す
る
条
件
と
し
て
解
明
し
た

重

要
諸
問
題
の
中
で
も
、
方
便
寿
量
相
依
問
題
が
妙
法
の
二
意
三
義
な
い
し
本

　
二
門
に

も
必
然
的
に
連
係
す
る
に
よ
り
て
、
最
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
略
説
す
る
と
、
左
の
如
し
。
な
お
文
中
の
記
号
・
番
号
等
は
拙
著

『
法
華
経
成
立
論
史
』
中
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
塚

本
啓
祥
博
士
説
④
に
摘
出
さ
れ
た
ω
法
師
品
と
②
分
別
品
の
文
面
お
よ
び

豆
②
法
師
品
以
後
に
は
、
そ
れ
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
崇
拝
）
を
否
定
し
て
云
々
と

い

う
解
釈
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
翻
布
施
説
⑤
④
・
⑧
⑤
と
2
6
勝
呂
説
⑫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

の

対
立
す
る
所
見
が
あ
り
、
ま
た
布
施
説
の
批
評
で
示
し
た
如
く
山
川
・
塩
田

の

両
博
士
の
反
論
あ
り
、
拙
論
も
あ
り
、
さ
ら
に
塩
田
説
に
対
す
る
批
評
で
の

拙
論

も
あ
る
。
参
考
と
さ
れ
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
し
た
が
っ
て
⑤
の
所
説
は
、
そ
の
中
、
布
施
説
に
よ
る
第

一
期
（
序
・
方
便
・
警
喩
・
信
解
・
薬
草
・
授
記
・
化
城
・
五
百
・
授
学
・
随

喜
の
十
品
の
偶
頒
）
・
第
二
期
（
そ
の
長
行
の
敷
桁
）
の
区
別
と
「
第
二
期
に

九



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
＃
究
　
c
第
．
．
卜
L
ロ
2

現

れ
る
遺
骨
塔
供
養
の
禁
止
」
を
、
勝
呂
説
⑫
に
よ
っ
て
、
除
く
な
ら
、
実
証

に

よ
る
明
証
的
な
所
見
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
5
（
¢
に
、
後
世
の
銘
刻
に
お
け
る
縁
起
法
頒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

流
行
が

指
摘
さ
れ
た
点
に
着
目
し
た
い
。
こ
と
に
仏
陀
の
生
涯
の
場
面
を
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す

る
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
石
板
の
裏
に
縁
起
法
頒
が
銘
刻
さ
れ
て
い
る
点
を
注
意

し
た
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
原
文
に
は
y
．
　
e
　
d
h
a
i
’
i
n
A
　
h
e
t
u
p
r
a
b
h
a
v
A
　
h
e
t
u
　
t
e
＄
F
）
i
p
　
h
y
．
　
a
v
a
d
a
［
t
］

te
＄A
m
’
　
y
o
　
n
i
r
o
d
d
h
o
’
　
e
v
a
m
v
a
d
i
　
m
a
h
a
S
r
a
m
a
n
a
h
と
あ
る
。
縁
起
法

頒
は
原
始
仏
典
（
V
i
n
a
y
a
，
　
I
，
　
p
l
）
．
　
4
0
：
　
4
1
）
で
は
ア
ッ
サ
ジ
比
丘
の
唱
え
た

詩
句
で
、
こ
れ
に
よ
り
舎
利
弗
は
眼
を
開
い
た
と
い
・
6
’
1
；
　
s
s
起
法
頒
は
縁
起

（
1
1
縁
生
）
偶
と
も
い
’
6
o
’
仏
教
の
根
本
義
で
あ
る
苦
集
滅
の
三
諦
（
す
な
わ

ち
苦
の
生
・
滅
の
道
理
）
1
1
法
身
の
舎
利
を
説
く
か
ら
法
身
（
舎
利
）
偶
と
も

い

う
。
縁
起
は
甚
深
法
（
g
a
m
b
h
i
r
a
－
d
h
a
r
m
a
）
で
あ
り
四
聖
諦
は
最
勝
説

“．｝

｛
．
　
（
s
a
m
u
k
h
a
p
a
s
i
k
a
7
　
d
h
a
m
m
a
－
d
e
s
a
n
A
）
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

　

し
か
も
浬
藥
経
に
仏
法
の
大
綱
と
し
て
説
か
れ
る
雪
山
偶
（
目
諸
行
無
常
偶
）

1L’
　
A
n
i
c
c
a
　
v
a
t
a
　
s
a
r
i
k
h
i
i
r
E
－
i
　
u
p
）
a
－
d
a
－
v
a
y
a
－
d
h
a
n
i
n
i
i
n
o
，
　
L
J
p
p
a
j
j
i
t
v
E
－
i

n
i
r
u
j
j
h
a
n
t
i
，
　
t
e
s
a
r
i
i
　
v
U
p
a
s
a
n
i
o
　
s
u
k
h
o
’
t
i
．
　
（
D
i
g
h
a
－
n
i
k
c
－
t
y
c
t
，
　
I
I
，
　
p
．
　
1
5
7
）

実
に

諸
行
は
無
常
な
り
、
生
と
滅
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
も
の
な
り
。
生
じ
て

は
滅
す
る
も
の
な
り
．
、
こ
れ
が
寂
静
は
安
楽
な
り
。
（
諸
行
無
常
　
是
生
滅
法

生
滅
滅
已
　
寂
滅
為
楽
）
と
あ
る
の
に
、
意
義
上
、
照
合
す
る
、

　

な
お
方
便
品
第
六
十
八
行
道
偶
前
半
と
寿
量
品
第
三
常
住
此
説
偶
も
ま
た
同

義
異
偶
と
看
倣
し
う
る
か
ら
比
較
対
照
を
要
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
、
左
の
如
く
推
m
p
　
（
d
e
n
k
e
n
）
す
る
。
す
な
わ

ち
構
造
機
能
分
析
（
㏄
言
已
∩
ご
o
＝
っ
u
n
c
t
i
o
n
a
l
　
A
n
a
l
y
s
i
s
）
を
な
そ
う
。

　

i
　
諸

法
（
ー
苦
）
は
（
因
な
る
）
縁
（
に
よ
っ
て
）
生
（
じ
7
順
観

　
　
a
n
u
l
o
i
n
a
－
p
r
a
t
y
a
之
e
k
＄
a
n
a
　
＝
流
転
門
）
（
因
な
る
）
縁
（
に
よ
っ
て
）

　
　
滅

（
す

る
も
の
1
1
逆
観
三
〇
三
〇
§
二
）
．
一
還
滅
門
）
で
あ
る
。
原
文
の

　
　
号
ヨ
言
密
己
の
因
　
（
h
e
t
u
）
は
縁
起
を
指
称
す
る
と
も
解
釈
で
き
る
．
一

　
②
　
諸
法
（
日
諸
行
）
は
生
・
滅
の
法
（
ξ
る
エ
㌣
e
婁
o
ム
｝
田
コ
ρ
∋
日
1
1
生

　
　

と
滅
と
を
本
質
と
す
る
も
の
）
で
あ
る
。

　
③
　

こ
の
生
滅
の
（
法
の
）
道
理
は
縁
起
（
p
r
a
t
l
t
y
a
s
a
m
u
t
p
E
＝
i
d
a
）
と

　

　
称
さ
れ
る
。

　
山
　

そ
れ
は
偶
所
説
の
妙
法
（
s
a
d
d
h
a
r
n
i
a
）
で
あ
る
か
ら
法
身

　
　
（
合
〔
弓
ヨ
一
丁
言
ぐ
o
・
舎
利
）
と
も
称
さ
れ
よ
う
。

　
働

　
こ
れ
（
1
1
因
な
る
縁
に
よ
る
生
と
因
な
る
縁
に
よ
る
滅
日
生
滅
の
法
の

　
　
道
理

ー
法
身
）
す
な
わ
ち
生
滅
の
（
法
の
）
道
理
を
仏
陀
の
生
涯
に
対
配

　
　
す
る
と
、
如
来
の
生
＝
出
e
s
　
（
－
成
レ
覚
出
し
i
U
l
　
a
b
h
i
s
a
m
p
b
u
d
d
h
a
＝

　
　
出
・
現
於
世
言
π
p
ζ
百
。
〔
ご
巴
。
）
と
如
来
の
滅
＝
入
滅
－
　
（
－
当
r
入

　
　
浬

藥
U
入
於
浬
繋
冨
ユ
三
乏
習
巴
の
由
縁
（
　
目
的
℃
日
く
O
す
口
鯵
）

　

　

は
何
か
と
い
う
設
問
と
な
り
う
る
、

　
⑥
　
法

華
経
は
如
来
の
生
＝
出
現
於
世
U
成
覚
出
世
の
目
的
は
何
か
を
方
便

　
　
品

の
主
題

と
な
し
て
十
如
　
（
　
五
何
）
実
相
・
四
仏
知
見
を
説
い
て
、
三



　
乗
の
説
　
l
v
a
　
（
t
r
i
y
a
n
a
－
n
i
r
d
e
S
a
）
を
善
巧
方
便
（
已
冨
さ
－
言
已
留
ξ
巴

　

な
り
と
明
し
真
実
と
し
て
l
乗
を
示
し
、
如
来
の
滅
1
1
当
入
浬
繋
1
1
入
於

　
浬
磐
の
意
義
は
何
か
を
寿
量
品
の
主
題
と
な
し
て
久
成
を
明
し
て
、
も
っ

　
て

伽
耶
近
成
の
生
滅
の
如
来
が
方
便
垂
　
で
あ
り
、
（
文
上
随
他
意
の
）

　
久
遠
実
成
（
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
文
底
随
自
意
）
の
常
住
不
滅
（
°
・
ロ
旨

　
s
t
h
i
t
a
　
a
p
a
r
i
n
i
r
v
r
t
a
）
　
g
如
来
が
真
実
本
地
で
あ
る
こ
と
を
解
答
と
す

　
　
　
　
　
ノ
　
　
プ
し
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

　
る
。
方
便
現
浬
藥
一
（
1
1
当
レ
入
浬
葉
一
巴
∋
き
e
古
巳
駕
日
写
富
β
p
目

　
v
y
f
i
h
a
r
a
t
i
な
ど
と
方
便
説
法
く
芦
習
曼
ζ
冨
冨
∋
し
て
浬
磐
地
を
示
現

　
す

る
n
i
r
v
a
n
a
r
r
t
　
c
’
u
p
a
d
a
r
S
a
y
A
m
i
）
と
あ
る
を
思
う
べ
し
。

m
　
し
か
も
方
便
・
寿
量
の
一
一
品
は
共
に
善
巧
方
便
（
已
冨
ぺ
知
ピ
o
后
巴
『
p
）

　

を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
、
令
衆
生
入
仏
知
見
道
を
唯
一
の
合
目
的
々
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
（
e
k
a
－
p
r
a
y
o
j
a
n
a
＝
　
1
大
事
因
縁
・
一
誼
）
と
し
随
宜
所
説
意
趣

　
（
s
a
r
p
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
）
を
根
本
概
念
（
合
o
O
≡
口
匹
げ
o
西
ユ
『
［
）
と
す
る
。

　
し
か
も
如
来
神
力
品
は
切
p
目
合
甲
古
」
5
乏
p
s
“
J
p
a
o
p
　
（
n
i
r
u
k
t
i
語
義
解

　
釈
）
し
て
、
　
“
，
　
s
　
s
a
日
d
h
a
を
a
n
u
s
a
r
p
d
h
i
　
（
因
縁
・
次
第
・
所
帰
）

　
に

し
て
s
a
t
r
A
n
a
…
b
h
口
t
a
　
a
r
t
h
a
　
（
諸
経
の
真
実
義
）
な
り
と
す
る
。

　
　
す

な
わ
ち
方
便
・
寿
量
・
神
力
の
三
品
は
必
然
的
結
合
関
係
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　

す
で
に
］
和
辻
説
の
結
語
④
、
1
鈴
木
説
⑦
⑧
、
1
横
超
説
の
結
語
⑨
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
に

示
し
た
如
く
で
あ
る
。

⑧
　
か

く
し
て
二
乗
を
示
す
）
方
　
e
s
　
・
（
1
仏
を
明
す
）
寿
量
の
二
品
が

　
生
滅
　
（
＝
g
q
a
m
b
h
i
r
a
－
d
h
a
r
m
a
な
る
縁
起
）
の
道
理
に
よ
せ
て
説
か
れ
、

方
便
寿
量
相
依
1
5
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ふ
（
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ

　
　

そ
れ
を
対
応
原
理
と
し
て
l
対
不
可
分
の
相
依
関
係
（
生
滅
即
常
住
）
に

　
　
あ
る
こ
と
を
知
る
。
p
コ
已
ε
p
三
言
－
匹
冨
「
∋
p
」
（
魯
コ
ご
の
義
を
思
う
べ

　
　
し
o

　
＠
　
よ
っ
て
、
こ
の
法
華
経
の
方
便
・
寿
量
の
一
一
品
相
依
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、

　
　

そ
の
発
想
の
起
因
を
「
（
仏
陀
は
何
故
に
世
に
出
現
し
何
故
に
入
滅
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の

か

に
要
約
さ
れ
る
）
仏
陀
の
生
涯
」
の
場
面
を
表
現
す
る
石
板
裏
面
に

　
　
銘
刻
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
縁
起
法
頒
（
1
1
法
身
舎
利
偶
）
に
あ
り
と
推
定

　
　

し
、
原
拠
を
法
頒
に
お
け
る
生
滅
の
道
理
に
あ
り
と
推
求
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
よ
う
。

　
00

　
す
な

わ

ち
法
華
経
は
、
仏
伝
に
お
け
る
釈
尊
の
生
滅
の
意
義
を
（
無
常
）

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
縁
起

（法
性
）
の
見
地
か
ら
常
住
（
此
説
法
）
を
示
す
も
の
と
開
顕
し
た

　
　

の

で
あ
る
。

　
塚
本
博
士
説
⑮
ω
の
「
久
遠
実
成
の
本
仏
（
‖
真
実
‖
無
始
無
終
の
法
身
1
1

本
地
）
と
伽
耶
近
成
の
釈
尊
（
1
1
方
便
1
1
有
始
有
終
の
応
身
1
1
垂
　
）
と
は
、

異

な
っ
た
二
つ
の
存
在
と
二
つ
の
時
間
に
対
す
る
認
識
の
結
果
で
は
な
く
、
同

l
の

存
在
と
時
間
に
対
す
る
異
な
っ
た
立
場
か
ら
の
認
識
で
あ
り
、
究
極
に
お

い

て

仏

陀
の
認
識
（
真
諦
）
に
統
合
さ
れ
て
い
る
」
と
見
る
の
は
、
し
た
が
っ

て

適

正
か

つ
高
度
な
洞
察
に
よ
る
所
見
で
あ
る
。

　

な
お
私
見
に
よ
れ
ば
、
異
な
っ
た
立
場
と
は
、
天
・
人
’
阿
修
羅
を
含
む
世

g
m
　
（
s
a
－
d
e
e
a
－
m
t
－
i
n
u
＄
a
s
u
r
a
　
l
o
k
a
）
　
g
所
知
（
°
・
o
日
盲
o
ぺ
o
）
と
、
法
華
経

会
座
の
菩
薩
衆
（
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
g
a
r
p
a
）
　
g
所
観
（
晋
錺
冨
く
＜
p
）
と
で
あ
り
、



法
華
文
化
研
究
（
第
一
ー
ザ
L
弓
）

か

く
し
て
法
華
経
の
主
題
の
一
つ
は
、
如
来
の
常
住
不
滅
（
臣
合
巽
三
9

a
pa
ri

n
i
r
v
r
t
a
）
　
’
常
住
此
説
法
・
我
浄
土
不
殴
を
信
解
し
信
受
す
る
こ
と
の

で

き
る
、
浄
業
答
已
ひ
9
ズ
巳
、
ヨ
江
H
こ
に
よ
っ
て
柔
和
質
直
（
ヨ
「
〔
三
ヨ
助
7

dv
a
）
と
な
れ
る
心
（
6
巨
巴
を
明
示
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
知
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
法
華
教
学
の
教
相
に
よ
る
と
、
久
成
の
本
仏
は
常
住
不
滅
と
示
さ
れ
て

常
住
な
る
報
身
で
あ
り
、
報
身
（
智
）
の
所
証
（
す
な
わ
ち
実
の
如
く
知
見
す

る
｝
．
一
界
の
相
）
が
常
住
な
る
法
身
で
あ
り
、
久
成
の
所
知
・
所
顕
は
い
わ
ゆ
る

法
身
す
な
わ
ち
素
法
身
で
も
単
法
身
で
も
な
く
、
　
［
－
所
作
の
仏
事
未
だ
曾
て
暫

V
も
廃
せ
ず
」
と
示
さ
れ
る
常
住
な
る
応
身
を
も
統
1
し
て
（
実
在
す
る
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
こ
く
ほ
っ
し
ん

常
住
三
身
・
無
始
の
古
仏
で
あ
る
本
極
法
身
（
‖
本
有
無
作
三
身
の
教
主
釈
尊
）

で

あ
る
、
と
い
う
。

　

以
上
は
略
説
で
あ
り
、
こ
れ
の
広
説
は
拙
論
「
法
華
経
成
立
の
根
本
原
理
」

を
も
っ
て
す
る
。

十
五
、
法
華
経
成
立
論
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
定
期
間
段
階
集
成
説

　
　

と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
筆
者
は
『
法
華
経
成
立
論
史
」
に
お
い
て
担
か
ら
2
ま
で
の
諸
学
説
を
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

し
て
分
析
し
批
評
し
、
随
処
に
私
見
や
仮
説
を
明
示
し
た
。
よ
っ
て
、
弦
で
は
、

こ
れ
を
起
点
と
し
て
今
後
の
法
華
経
の
研
究
の
観
点
・
方
法
・
課
題
を
要
約
的

に

指
摘
す
る
。

　
勝
呂
博
士
の
所
論
と
学
説
は
、
従
来
の
成
立
論
の
歴
史
的
段
階
説
に
対
す
る

決
定

的
な
批
判
と
疑
点
に
対
す
る
総
合
的
な
解
明
と
問
題
に
関
す
る
総
体
的
な

帰
結
と
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
従
来
の
根
本
的
な
学
説
を
理
解
し
、
天
台
・
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

蓮
の

教
学
を
熟
知
し
、
今
経
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
今
経
の
文
⊥
の
構
成

を
形
状
分
析
し
て
組
織
的
構
造
を
解
明
し
、
義
理
の
構
成
を
構
造
分
析
し
て
論

理
的
構
造
を
把
捉
す
る
。
文
章
に
対
す
る
心
理
学
的
と
計
量
を
も
っ
て
す
る
文

献

学
的
と
の
分
析
を
も
試
行
し
、
形
式
論
理
学
上
の
虚
偽
誤
謬
論
に
も
抵
触
せ

ず
、
し
か
も
．
平
易
な
論
述
で
あ
る
。
か
く
し
て
今
経
の
全
容
（
か
た
ち
・
し
く

み
）
と
本
質
（
は
た
ら
き
）
を
明
証
し
え
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
勝
呂
博
士
の
所
論
と
学
説
は
、
筆
者
の
解
説
的
結
語
を
追
付
し
て

み

れ
は
、
予
定
の
拙
著
『
法
華
経
成
立
論
史
ー
法
華
経
成
立
論
の
基
礎
的
研
究
‘
』

に

と
っ
て
、
そ
の
結
論
と
も
な
り
う
る
．
、
す
な
わ
ち
更
に
成
立
論
に
関
す
る
筆

者
の
要
結
を
示
す
と
、
左
の
如
し
。

　

お
よ
そ
記
述
作
品
は
章
節
序
列
を
も
つ
か
ら
長
短
の
時
差
は
あ
っ
て
も
段
階

的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
法
華
経
に
お
い
て
も
厳
密
に
は
段
階

成
立
説
は
可
能
で
あ
る
。
章
節
の
あ
る
こ
と
が
そ
れ
を
明
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
段
階
説
は
／
l
方
面
と
な
る
。

　
勝
呂
説
を
適
用
し
て
仮
説
を
示
す
と
、
一
方
面
は
継
続
す
る
一
連
の
編
纂
作

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

業
と
い
う
一
定
期
間
（
1
1
一
世
代
の
短
期
間
か
）
内
に
お
い
て
長
行
偏
頒
文
章

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

節
目
等
が
段
階
的
に
作
成
さ
れ
一
経
と
し
て
集
成
さ
れ
た
場
合
で
、
こ
れ
を
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
成
立
説
な
い
し
短
期
的
（
日
定
期
間
）
段
階
集
成
（
1
1
収
集
・
制
作
・
編

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

成
）
説
と
称
し
、
一
方
面
は
継
続
す
る
一
連
の
編
纂
作
業
に
よ
る
集
成
の
終
了



　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

後
に
時
を
経
て
再
作
業
に
よ
る
付
加
増
補
（
1
1
加
上
）
が
段
階
的
に
何
回
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ロ
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
た
場
合
で
、
こ
れ
を
長
期
的
（
目
歴
史
的
）
段
階
加
上
説
と
称
す
る
こ
と

が

で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
筆
者
は
勝
呂
説
の
同
時
成
立
説
を
肯
定
し
、
筆
者
の
名
づ
け
る
短
期

的
（
＝
定
期
間
）
段
階
集
成
（
1
1
一
定
期
間
集
成
）
説
を
仮
説
と
し
て
主
張
し

た

い
と
思
う
。

　
仏
滅
後
の
諸
教
団
の
史
的
発
展
に
伴
い
大
乗
の
徒
や
部
派
の
間
に
塔
観
を
め

ぐ
っ
て
対
立
論
争
が
起
り
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
法
華
経
中

に

流
入

し
て
第
二
類
増
補
の
要
因
と
な
っ
た
と
す
る
布
施
博
士
の
説
に
し
て
も
、

第

二
類
は

第
一
類
と
の
（
前
後
次
第
の
段
階
あ
り
と
い
う
）
構
想
上
の
組
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に

よ
り
同
時
に
短
期
の
間
に
制
作
集
成
さ
れ
た
と
す
る
仮
説
（
1
1
短
期
的
定
期

へ間
段
階
集
成

説
）
を
も
っ
て
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
短
期
的
定
期

間
と
は
、
今
経
の
伝
持
者
の
伝
承
を
集
録
し
整
斉
し
え
た
期
間
と
も
看
倣
し
え

よ
う
。
し
た
が
っ
て
今
経
は
、
今
経
伝
持
の
伝
承
史
の
諸
段
階
な
い
し
諸
特
徴

を
も
包
摂
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
段
階
集
成
と
い
う
用
語
概
念
を
も
っ
て
要

結

し
た
い
と
も
思
う
。

　

し
か
し
、
今
経
の
真
価
値
は
、
如
何
な
る
伝
承
と
段
階
を
経
て
如
何
な
る
伝

持
者
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
、
何
時
の
時
代
に
何
処
で
成
立
し
よ
う
と
も
、
実
に

は
、
そ
の
思
想
と
意
趣
に
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
大
乗
の
人
々
は
、
「
作
者
（
‖
編
纂
ー
集
成
伝
持
者
）
が
仏
法
を
受
持
し
演
説

し
て
広
く
流
布
せ
し
め
－
k
’
　
（
s
o
t
r
a
A
n
t
．
i
n
a
日
　
d
h
f
i
r
a
k
a
，
　
s
a
t
r
a
s
y
a
　
d
h
a
r
＝

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
し
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ふ
〔
伊
藤
）

a
k
a
，
　
n
i
k
＄
e
p
a
－
d
h
a
r
a
k
a
，
　
S
A
s
a
n
a
－
d
h
a
r
a
k
a
，
　
d
h
a
r
m
a
－
b
h
5
n
a
k
a
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
）
の
で
あ
る
」
か
ら
、
「
今
経
は
仏
説
で
あ
る
」
と
称
し
て
、
何
の
矛
盾
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

感

じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
大
乗
の
人
々
が
今
経
に
「
仏
意
（
ひ
暮
1
1

rFm
a
　
b
h
a
t
a
r
t
h
a
　
－
　
s
a
r
p
d
h
A
－
b
h
a
＄
y
a
　
－
　
a
b
h
i
p
r
a
y
a
）
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
」
と
確
信
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
経
が
三
蔵
の
要
点
を
把
握
し
仏
’
法
・

僧
に
関
す
る
教
・
行
・
証
を
明
示
し
て
、
人
々
に
感
激
を
与
え
た
か
ら
で
も
あ

ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
残
る
研
究
課
題
は
思
想
研
究
に
あ
る
。
思
想
研
究
は
思
想
史

的
研
究
を
も
要
す
る
が
、
先
ず
今
経
そ
れ
自
体
の
思
想
研
究
で
あ
ろ
う
。
筆
者

は

そ

の

観
点
か

ら
、
勝
呂
博
士
の
F
諸
品
の
所
説
を
積
み
重
ね
人
格
像
の
進
展

を
も
っ
て
理
想
の
菩
薩
像
を
樹
立
す
る
」
と
す
る
知
見
に
着
目
す
る
べ
き
で
あ

る
、
と
思
う
。
し
か
も
、
今
経
は
妙
法
（
1
1
仏
宝
・
法
宝
）
を
明
示
し
菩
薩
（
1
1

僧
宝
）
道
を
説
示
す
る
経
典
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
妙
法
（
s
a
d
d
h
a
r
m
a
）
と

N
［
m
a
p
p
　
（
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
a
）
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
が
必
須
と
な
る
。

　

ま
た
筆
者
は
勝
呂
博
士
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
今
経
の
特
徴
と
し
て
、

「
観
点
の
推
移
」
・
「
位
置
の
転
換
」
・
「
行
目
の
変
更
」
・
「
主
役
の
交
代
」
、
F
視

点
の
差
位
」
・
「
焦
点
の
移
行
」
・
「
理
趣
の
進
展
」
、
「
構
想
の
多
角
性
・
多
義
性
」
・

F文
脈
の
次
第
性
・
重
層
性
」
を
指
摘
で
き
る
、
と
思
う
。

　

し
か
も
、
今
経
に
お
け
る
根
本
的
に
し
て
不
可
分
な
る
対
応
性
が
、
第
一
類

の
方
便
品
に
お
け
る
ω
豊
警
③
「
∋
③
ー
⑩
①
ヨ
○
ゴ
甲
ひ
コ
ぽ
く
③
1
1
Φ
π
③
ひ
⊆
△
江
コ
？

y
a
n
a
1
と
、
第
二
類
の
寿
量
品
に
お
け
る
ω
豊
△
丁
①
「
∋
③
1
ω
③
ヨ
ム
コ
旬
ひ
コ
習
く
①

ゴ



法

華
文
化
研
究
〔
第
　
ー
L
口
口

＝
　
t
a
t
h
a
g
a
t
’
a
y
u
＄
－
p
r
a
m
a
r
p
a
　
＝
　
s
a
d
a
　
s
t
h
i
t
a
　
a
p
a
r
i
n
i
r
v
r
t
a
－
と
の
相
依
関

係
に
あ
り
、
そ
れ
を
底
礎
し
統
合
す
る
も
の
と
し
て
、
神
力
品
に
お
け
る

Sa
ヨ
d
h
a
－
b
h
a
＄
y
a
　
g
S
g
w
w
e
s
a
s
　
（
＝
n
i
r
u
k
t
i
釈
名
）
－
U
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
た
る

四

句
要
法
と
し
て
看
取
さ
れ
る
。
特
に
着
目
す
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
ド
ィ

　

な
お
拙
著
の
2
の
解
説
的
結
語
⑥
7
・
の
山
乃
至
脚
、
⑱
を
往
見
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
§

　
＋
＋
6
　
－
“
L
’
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
＝
　
S
a
ヨ
d
h
a
－
b
h
a
O
y
a
　
g
文
脈
が
方
便
・
警
喩
・
薬
草
・

法

師
・
勧
持
・
安
楽
・
寿
量
・
分
別
・
神
力
の
諸
品
に
お
い
て
、
菩
薩
行

（ho
d
h
i
s
a
t
t
v
a
－
c
a
r
y
f
i
）
　
g
文
脈
が
久
成
釈
尊
と
の
関
係
を
観
点
と
す
る
と
、

化
城
・
提
婆
・
涌
出
・
不
軽
・
神
力
の
諸
品
に
お
い
て
、
上
慢
（
豊
三
ヨ
期
巳
1
1

冨
）
の
四
衆
と
の
関
係
を
観
点
と
す
る
と
、
序
品
・
方
便
・
警
喩
・
法
師
・

勧

持
・
安
楽
・
分
別
・
不
軽
の
諸
品
に
お
い
て
、
法
師
の
体
系
と
の
関
係
を
観

点

と
す
る
と
、
法
師
品
・
法
師
功
徳
品
に
お
い
て
、
〉
ユ
三
総
冨
コ
①
の
体
用
の

文
脈
が
讐
喩
・
法
師
・
宝
塔
・
安
楽
・
寿
量
・
不
軽
・
薬
王
・
妙
音
・
普
賢
・

勧
発
の
諸
品
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
連
系
（
す
る
）
関
係
に
あ
る
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
文
脈
の
次
第
性
と
重
層
性
が
確
認
さ
れ
、
構
想
の
多

角
性
と
多
義
性
が
認
知
さ
れ
て
明
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か

く
し
て
残
る
課
題
は
、
今
経
の
各
々
の
特
定
の
単
位
文
脈
を
分
離
し
て
各
々

の

特
徴
を
捕
捉
し
、
各
々
の
特
徴
の
一
定
の
相
互
連
関
性
（
u
シ
ス
テ
ム
）
と
、

そ

の

シ
ス
テ
ム
の
も
つ
目
標
指
向
性
と
を
、
す
な
わ
ち
（
菩
薩
思
想
の
）
全
的

な
（
論
理
的
）
構
造
（
‖
全
容
）
と
共
通
の
（
理
念
的
）
意
趣
（
‖
本
質
）
と

を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
思
う
。

四

　

し
か
し
果
し
て
論
理
的
構
造
な
い
し
理
念
的
意
趣
は
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
、

あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
も
の
と
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
拙
著
の
『
法
華
・
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
（
、
平
成
1
6
、
．
平
楽
寺
書
店
）

に

お
け
る
研
究
課
題
の
基
調
と
な
る
。
す
な
わ
ち
今
経
の
全
的
な
義
理
の
構
成

を
求
め
て
構
造
分
析
を
な
し
、
も
っ
て
論
理
的
構
造
を
明
証
し
、
共
通
の
意
趣

の

構
成
を
求
め
て
機
能
分
析
を
な
し
、
も
っ
て
理
念
的
意
趣
を
追
究
す
る
の
で

あ
る
．
、

　

な
お
筆
者
は
、
法
華
経
は
経
で
あ
る
か
ら
、
他
集
団
に
反
対
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
白
集
団
の
u
e
a
x
　
（
s
a
ヨ
g
i
t
i
）
に
よ
る
編
纂
（
‖
収
集
・
制
作
・
編
成
日

集
成
）
の
上
で
仏
説
と
し
て
承
認
さ
れ
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
菩
薩
衆

（bo
dhi
sa
ttv
a
－
g
a
r
p
a
）
　
g
共
同
作
業
の
所
産
で
あ
る
、
と
す
る
仮
説
を
提
示

し
首
肯
す
る
。
こ
の
仮
説
は
、
成
立
の
実
状
を
示
唆
す
る
法
華
経
の
文
面
に
よ
っ

て

傍
証
さ
れ
る
。
そ
の
基
本
的
な
多
少
を
拙
論
「
法
華
経
成
立
要
論
」
の
三
に

お
い
て
明
証
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
六
、
法
華
経
の
成
立
年
代
に
関
す
る
私
の
仮
説
は

　

な
お
法
華
経
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
私
の
仮
説
を
提
示
し
よ
う
。
か
つ
て
龍

山
章
真
博
十
は
、
支
婁
迦
識
訳
『
兜
沙
経
』
（
華
厳
大
本
の
如
来
名
号
品
）
は

十
地
経
を
知
っ
て
い
る
と
し
て
、
十
地
経
の
原
形
経
典
の
成
立
を
西
紀
五
〇
よ

り
一
五
O
年
の
頃
ま
で
と
推
定
し
、
筆
者
は
そ
れ
に
よ
り
一
〇
〇
年
の
頃
と
推



定

し
た
（
目
下
、
反
省
中
）
。
ま
た
村
上
征
勝
理
学
博
士
と
筆
者
等
が
開
発
提

唱
す
る
計
量
文
献
学
の
分
析
手
法
に
よ
る
と
、
法
華
経
は
八
千
頒
般
若
経
と
十

地
経

と
の
間
に
位
置
す
る
。
さ
ら
に
仏
滅
後
五
百
年
を
説
く
大
乗
経
典
の
急
激

な
出
現
と
流
布
に
対
す
る
守
旧
派
に
よ
る
反
動
規
制
と
し
て
第
四
結
集
（
西
紀

一
五
〇
年
）
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
考
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
仏

滅

後
四
百
年
の
第
四
結
集
二
五
〇
年
）
以
前
（
直
前
か
数
十
年
前
か
）
と
見

る
、
も
う
一
つ
の
仮
説
も
可
能
と
な
る
．
．
そ
れ
は
1
O
O
－
1
’
g
O
年
と
見
る

平
川
博
士
説
に
相
当
す
る
。
そ
の
五
十
年
間
中
の
中
間
の
三
十
年
以
内
と
、
一

往
、
推
定
し
て
お
き
た
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ル
ン
リ
　

　　　　　　　　
『

一
中
誤
野
。
祝

　
　
　
　
　
　
　
　

－
布
顧
1
　
　
」

　
　
　
i
－
i
　
i
　
l
－
　
i
　
i
　
i

、

　
　
　
　
　

∩
▽
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1
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1
　
　
　
1

　
詳

し
く
は
拙
著
『
法
華
経
成
立
論
史
』

井
本
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i

　
　
　
　
珊
　
却
　
珊
　
皿

の

当
該
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。

方
便
寿
量
相
依
問
題
を
論
じ
て
定
期
間
段
階
集
成
説
に
及
ぷ
（
伊
藤
）

十

七
’
本
論
に
お
い
て
提
言
し
た
新
研
究
の
観
点
・
方
法
・
課
題
・

　
　

目
的
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
如
何

　
本
論
に
お
い
て
提
言
し
た
新
研
究
の
。
。
ぺ
巨
琴
゜
。
。
な
る
志
向
性
の
帰
結
す
る

最
終
的
な
根
本
要
点
を
図
式
化
し
て
明
示
す
る
と
、
左
の
如
く
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
論
の
五
に
お
け
る
図
式
中
の
X
が
解
明
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
主
に
左
記
の
拙
論
に
よ
っ
て
広
説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
拙
論
「
法
華
経
集
成
の
根
本
原
理
（
は
仏
教
思
想
の
根
本
真
理
な
り
）
」
（
平

成
四
年
『
法
華
文
化
研
究
』
藷
、
可
所
収
三

ニ
へ

　　

　ニ

の
　
な

　

二
、
方
便
品
・
寿
量
品
の
一
対
相
依
関
係

　

な
お
、
以
上
、
詳
し
く
は
拙
論
「
法
華
経
研
究
の
新
方
法
序
説
」
・
〔
第
十
二

図
〕
法
華
経
原
典
構
造
機
能
分
析
総
合
解
明
を
往
見
さ
れ
た
い
。
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